
「龍馬がゆくまち並み」写真コンテスト 

審査講評 

 
応募登録者 57 人、応募作 34 点と予想を下回ったことは残念ですが、コンクールの

主旨に賛同いただいた応募者の皆様、誠にありがとうございました。応募作品はいずれ

も力作で、なごやかな雰囲気のもと熱気あふれる審査会となりました。 
高知や京都、長崎などのゆかりの地をゆく龍馬、行きたくても行けなかった憧れの地

を訪ねる龍馬、現在の変貌ぶりに理想の実現を喜びながらも失望している龍馬、等々。

日常見慣れた風景が、龍馬を介することで普段と異なる様相を見せてきます。そうした

変化の面白さを多くの作品から感じ取ることができました。 
そうしたなかで最優秀に選ばれたのは、「上海観光」と題した作品でした。植民地時

代の国際都市「上海」を象徴する旧市街の外灘（バンド）側から、対岸の現代中国の近

代化を象徴する新市街・浦東新区を臨み、現代の観光客と共に佇んでいる龍馬。いち早

く海外に目を向けていた龍馬にとって、上海という都市の数奇な運命はどのように写っ

ているのでしょう。セピア色の画面と傾けた構図は、現代を突き抜けた歴史を感じさせ、

未来の上海を暗示しているようにも見えます。それは更なる繁栄なのか、それとも破局

なのか、などと見る人によって様々にイメージが膨らんできます。この龍馬を介したイ

メージの多重性が最優秀の決め手になりました。 
しかしその他にも多くの興味ある作品がありました。まず優秀賞 8点と入賞 13点を
選びましたが、ここで審査員一同が協議し、優秀賞のなかから審査員が 1点ずつを選び、
これ等に審査員特別賞を送ることに致しました。なかには氏名の非公開を希望されてい

る方があり、ここでは名前を挙げませんが、最優秀、特別賞の皆様おめでとうございま

した。                        （審査委員長 小島 孜） 
 
 

各審査委員特別賞の作品について（審査委員からのコメント） 
 
■「優秀賞 小島審査委員長賞」作品について 
山と川と町と橋とが完璧に調和した風景。そこが武蔵ゆかりの地であることによって、

剣客としての龍馬にも思いが広がっていく。              （小島孜） 
 
■「優秀賞 森審査委員賞」作品について 
街角から“ひそっと”現れる龍馬。ふところ手が似合うぜよ！！    （森健志郎） 
 



■「優秀賞 芦田審査委員賞」作品について 
龍馬のシルエットの中に建設が進むスカイツリー。最先端の塔が下町に伸びていくエネ

ルギーが龍馬のめざした日本の未来が見えるようだ。          （芦田穣） 
 
■「優秀賞 小笠原審査委員賞」作品について 
龍馬の時代を今に残す雰囲気が良く出ている。           （小笠原俊明） 
 
■「優秀賞 細木審査委員賞」作品について 
ガラススクリーンに映り込んだ龍馬の構図が未来を予感し幻想的で美しい。 （細木茂） 
 
■「優秀賞 一尾審査委員賞」作品について 
携帯電話を片手に歩く女性。古き建物から新しい建物が美しいアングルで収められた大

阪を代表する景観のひとつ。時代の変化が詳細に表現された作品である。龍馬もさぞか

し驚いているであろう。                      （一尾晋示） 


